
各モデル地域における検討結果

湖 西 市 （ 新 居 地 区 ） 伊 豆 市 （ 土 肥 地 区 ） 河 津 町 （ 浜 地 区 ）

　住民代表、要配慮者施設管理者など29～38名 　住民、旅館経営者など20～28名 　住民代表、観光・学校関係者など21～30名

　第１回：令和元年９月４日（水）

　第２回：令和元年１０月１５日（火）

　第３回令和元年１１月１４日（木）

　第１回：令和元年９月１２日（木）
　
　第２回：令和元年１０月１０日（木）
　
　第３回：令和元年１１月２７日（水）

　第１回：令和元年９月１０日（火）
　
　第２回：令和元年１０月３０日（水）
　
　第３回：令和元年１２月３日（火）

　　25～27分
⇒津波避難困難地域（健常者）は解消

　　７分
⇒津波避難困難地域（健常者）は残存
　 実際には、訓練等により健常者は早期避難可能

　　20分
⇒津波避難困難地域（健常者）は解消

　・「なるべく自宅で生活したい」との意見多い
　・「なるべく自宅で生活したい」との意見多い
　・「内陸の親類宅へ行く」との意見も多い

　・「なるべく自宅で生活したい」との意見多い

　・住民事前避難対象地域は設定しない
　
　・高齢者等事前対象地域は設定する
　　（津波浸水域内の要配慮者は事前避難する）

　昼は高齢者等事前避難対象地域
　夜は住民事前避難対象地域を設定する

（健常者は、昼は自宅又は勤務先でも可、
　　　　　　　　夜は事前避難先に事前避難する
 要配慮者は、終日事前避難先に事前避難する）

　・住民事前避難対象地域は設定しない

　・高齢者等事前対象地域は設定する
　　（津波浸水域内の要配慮者は事前避難する）

　競艇場、お寺、空き家など 　旅館・ホテル、伊豆総合高校、土肥支所（市）など 　旅館・ホテル、社会福祉施設など

　・事前避難先の候補地の不足

　・ひとり暮らしの要配慮者の事前避難

　・事前避難先への移動手段

　・ひとり暮らし高齢者の食料等のサポート体制

　・事前避難先での要配慮者の援助方法
　　や医療体制

　・他地域からの避難者の受け入れ

　・ひとり暮らし高齢者の食料等のサポート体制

　・要配慮者の事前避難先の運営方法

　・観光客に安全に帰ってもらう方法

既存の指定避難所以外の
事前避難先の候補地
（出席者からの提案）

引き続き議論が必要な課題

市町名（地区名）

１週間どこですごすか？
（出席者へのアンケート）

事前避難のあり方

出席者

市街地の津波浸水開始時間
（地域特性）

開催期間
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